
貸切バス借上料補助事業実施細則 

 

貸切バス借上料補助事業（以下「事業」という。）の実施については、「貸切バス借上料補助事業

実施要綱」（以下、「要綱」という。）に定めるほか、この細則の定めによる。 

 

（基本事項） 

 事業の利用にあたり、利用団体は、社会福祉法人高岡市社会福祉協議会及び市内のバス運行事業

者と連絡を密にし、適正かつ安全な運行に心がけなければならない。 

 

（利用申込） 

 事業の申込窓口は、高岡市ふれあい福祉センターとする。申込開始日が、高岡市ふれあい福祉セ

ンター休館日にかかる場合はその日以後の最初の営業日とする。 

 

（利用の手続及び承認） 

１ 事業の利用申込みは、所定の申請書（様式第１号）を受付期間内に申込むこと。 

２ 次の各号に該当する場合は、計画の変更または運行を取り消すことがある。 

（１）利用計画に不備があるとき。 

（２）利用要件を満たさない場合。 

（３）受付期間までに申請書（様式第１号）が提出されない場合。 

（４）その他不測の事態により運行上に支障が生じたとき。 

 

（利用者の負担費用） 

利用者の負担する費用のうち、バス借上料に１００分の３を乗じて得た額（中型バスもしくは小

型バスの場合は１０００分の１５を乗じて得た額）に 1円未満の端数を生じたときは、これを切り

上げた額とする。 

 

（利用者の精算処理義務） 

次のものについては、可能な限り、利用する代表責任者において現地で精算処理をすること。 

（１）有料道路通行料 

（２）駐車場使用料 

（３）乗務員の宿泊及び食事に要する費用 

 

（利用者の守るべき事項） 

１.事業の実施に当たっては、無理な計画をしないこと。 

２.時間割計画は十分な余裕をとること。 

３.利用承認経路を変更しないこと。 

４.運行に際しては、乗務員の指示に従うこと。 

５.添乗介護者については、十分な配慮を行うこと。 

６.乗務員並びに団体責任者の指示に従うこと。 



 

（介護者の守るべき事項） 

１.介護者は同乗する重度障害者すべての介護にあたること。 

２.車いす利用者の乗車に当たり、車いす固定装置の着用の確認等安全に努めること。 

３.乗務員並びに団体責任者の指示に従うこと。 

 

（利用重度障害者の守るべき事項） 

１.重度障害者は乗務員、団体責任者、介護者の指示に従うこと。 

２.重度障害者は、乗車前家庭においてなるべく用を足しておくこと。 

 

（利用者の責任） 

 利用団体並びに利用者に起因する事故は、当事者において責任を持つこと。 

 

（附則） 

１ この細則に定めるもののほか、必要な事項は社会福祉法人高岡市社会福祉協議会長が別に定め

る。 

２ この細則は、令和７年４月１日から施行する。 


